
富谷市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（４月１０日現在）
　３．個人による応募

番
号

氏名
年
齢

性
別

職業 経歴 農業経営の概況
認定農業
者等の該
当の有無

応募の理由
農業委員
への応募

・営農状況60年
・営農形態
　（水稲）

・耕作面積
　（自作地）141a
  （借地）89a

無

2 穀田好光
コクタヨシミツ

78 男 農業

・農業委員
H27.8.5～H29.7.19

・農地利用最適化推進委員
H29.7.28～R8.7.19

・営農状況56年
・営農形態
　（水稲）

・耕作面積
　（自作地）45a
  （借地）30a

無

農業委員として、町から市の時代まで農業情勢や長年携わってき
た農業共済等の職務経験を活かし、農地の現状を把握しより良い
農業経営ができるよう考え取り組んでまいります。
また、地域計画による担い手への農地集約、特に耕作放棄による
遊休農地の発生防止及び解消など、農業委員との連携のもと、農
地利用最適化推進委員として貢献できるものとして考え応募しまし
た。

農協、共済組合、土地改良区で活動してきました。
これまでの農業に係る経験や農家の方々との関わりを活かしなが
ら、昨今の米価の変動、資材高騰、原油高騰等による厳しい農業
経営等の状況に加え、高齢化や担い手不足、また、　農業の基盤
となる農地の荒廃化や遊休農地の増加等も懸念される中、引き続
き地域農業や農地の状況等の把握に努めながら、農業の振興に
関わりたいと思い応募しました。1 相澤良悦

アイザワリョウエツ

3 佐々木順
ササキスナオ ・農地利用最適化推進委員

R2.7.20～R8.7.19

・営農状況36年
・営農形態
　（水稲）

・耕作面積
　（自作地）282a
  （借地）72a

無

農業従事者の高齢化、担い手不足が進む中、農地利用の適正化
や遊休農地の発生の防止、農地の集積・集約や、新規就農者の
育成に興味を持っており、引き続き農業委員と連携しながら、推進
委員として取り組んでまいりたいと考えている。

79 男 農業

70 男 農業

・農業委員
H2１6.1～H29.7.19

・農地利用最適化推進委員
H29.7.28～R8.7.19



富谷市農地利用最適化推進委員の推薦及び応募の状況（４月１０日現在）
　３．個人による応募
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応募の理由
農業委員
への応募

4 若生隆雄
ワコウタカオ

75 男 農業
・農地利用最適化推進委員

R2.7.20～R8.7.19

・営農状況51年
・営農形態
　（水稲）

・耕作面積
　（自作地）81a
  （借地）0a

無

富谷の農業は、農業従事者の高齢化や後継者不足により担い手
が減少し、耕作放棄地の増加が大きな課題となっています。また、
生産調整により米作りが出来なくなっていることから、休耕田も多く
見られ、農業の現状は厳しいものと思っております。昔からある農
地の分散状況により、効率的な農地利用が進みにくい状況も見ら
れます。このような地域農業の多くの課題を踏まえ、厳しい現状を
何とか少しでも解決につながるよう、推進委員として農業委員と共
に取り組んでいきたいと思います。


